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表紙写真  撮影者からひとこと：「老後の趣味に」と初めて買った一眼レフカメラで撮影しました。

９月定例会

７月臨時会

予
算
特
別
委
員
会
の

審
査
状
況

　
７
月
臨
時
会
に
提
案
さ
れ
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
補
正
予
算

案
に
つ
い
て
、
７
月
14
日
に
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
本
補
正
予
算
は
市
独

自
の
大
規
模
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
を
設
置

し
、
速
や
か
に
接
種
を
進
め
、
経
済
対
策

と
し
て
中
小
事
業
者
の
事
業
継
続
へ
の
支

援
と
市
民
消
費
の
喚
起
に
も
取
り
組
む
も

の
で
あ
り
、
財
政
指
標
に
考
慮
し
つ
つ
速

や
か
な
予
算
執
行
を
す
る
こ
と
、
感
染

症
対
策
の
情
報
を
正
確
に
把
握
、
発
信

し
、
か
つ
経
済
活
動
や
市
民
生
活
の
回
復

の
た
め
的
確
な
施
策
を
早
期
に
執
行
す
る

こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
迅
速
か
つ
円
滑

に
進
め
、
再
拡
大
防
止
や
市
民
生
活
の
安

心
・
安
全
を
取
り
戻
す
た
め
継
続
的
に
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
、
一
日
も
早
く
市
民

が
安
心
な
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
、
さ
ら

に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
者
等
の
活
力
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、
着
実
か
つ
早
急
な
執
行
を
す
る
こ

と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
と
も
に
大
規
模
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
な
ど
を

求
め
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の
結
果

予
算
特
別
委
員
会
と
し
て
原
案
の
と
お
り

可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　令和３年９月定例会（９月７日～28日／会
期22日間）の概要は次のとおりです。
７日 　専決処分、令和２年度健全化判断比
率、令和２年度資金不足比率の報告の後、市
長が市政の状況と19議案の提案理由を説明
13日～16日 議案や市政全般について20人
の議員が一般質問
16日質問終了後 市長が14件の追加議案の
提案理由を説明
　一般会計などの補正予算案３件は、予算特

別委員会を設置して付託、病院事業会計等の
決算認定などの 4議案は、企業会計決算特別
委員会を設置して付託し定例会終了後の 9月
29日から10月１日まで審査
　令和２年度一般会計と11の特別会計の決算
認定の12議案は、一般・特別会計決算特別委
員会を設置して付託し10月 4日から8日まで
審査
　それ以外の14議案は、所管の常任委員会に
付託
17日 　４常任委員会でそれぞれ議案を審査
21日・22日 　予算特別委員会で議案を審査
28日 　議案を審査した 4常任委員会と予算
特別委員会の委員長から審査結果の報告があ
り、それぞれ採決し、17件の議案を原案ど
おり可決
　教育委員会の委員の任命について同意
　議員提出の意見書案２件を可決

　令和3年 7月臨時会（７月14日・15日／会
期２日間）の概要は次のとおりです。
14日 　市長が市政の状況と議案の提案理由
を説明
　一般会計補正予算案１件を、予算特別委員

会を設置して付託。同委員会で議案を審査
15日 　議案を審査した予算特別委員会の委
員長からの審査結果報告の後採決し、議案を
原案どおり可決
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公職選挙法により、政治家は答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等の挨拶状を出すことが禁止されています。

【
市
長
提
出
議
案
】

■
補
正
予
算

○　
本
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に

売
上
相
当
額
が
前
年
ま
た
は
前
々
年

同
月
と
比
較
し
て
30
％
以
上
減
少
し

て
い
る
市
内
中
小
事
業
者
へ
応
援
金

を
支
給

〇　
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
す
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
や
、
入
院
医
療
費
な
ど
の

公
費
負
担
分
の
費
用

〇　
地
域
振
興
に
資
す
る
民
間
事
業
者

の
設
備
投
資
に
対
し
て
、
無
利
子
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
う
ふ
る
さ
と
融

資
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用

〇　
７
月
、
８
月
お
よ
び
９
月
の
大
雨

に
よ
り
被
災
し
た
道
路
、
河
川
な
ど

の
復
旧
事
業
費

■
条
例

〇　
差
別
の
な
い
、
誰
も
が
真
に
大
切

に
さ
れ
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。（
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
）

〇　
服
部
公
民
館
と
駅
家
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
を
集
約
し
、
服
部
交
流
館
を
設

置
し
ま
す
。（
交
流
館
条
例
の
一
部

改
正
）

〇　
広
瀬
小
学
校
お
よ
び
広
瀬
中
学
校

を
廃
止
し
、
廃
止
後
の
旧
学
校
施
設

を
活
用
し
て
２
０
２
２
年
（
令
和
４

年
）
４
月
に
施
設
一
体
型
の
広
瀬
学

園
小
学
校
お
よ
び
広
瀬
学
園
中
学
校

を
設
置
し
ま
す
。（
市
立
学
校
設
置

条
例
の
一
部
改
正
）

■
そ
の
他

○　
排
水
施
設
（
下
御
領
地
区
）
の
整

備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

〇　
東
交
流
館
、
伊
勢
丘
交
流
館
お
よ

び
加
茂
交
流
館
の
新
築
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

こ
の
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

 （
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

令
和
２
年
度

企
業
会
計
決
算
を
審
査

　
９
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た

令
和
２
年
度
の
企
業
会
計
（
病

院
、
水
道
、
工
業
用
水
道
、
下

水
道
の
各
事
業
会
計
）
決
算
認

定
議
案
を
、
企
業
会
計
決
算
特

別
委
員
会
（
委
員
18
人
）
を
設

置
し
、
９
月
29
日
か
ら
10
月
１

日
ま
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
９
月
29
日
に
帳
簿
等
の
書
類

審
査
、
30
日
に
質
疑
を
行
い
、

各
事
業
会
計
の
予
算
が
効
果
的

に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を

審
査
し
ま
し
た
。
10
月
１
日
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
会
計
に

つ
い
て
討
論
を
行
い
採
決
し
、

決
算
特
別
委
員
会
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
決
算
を
認
定
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
結
果
は
12
月
定

例
会
の
初
日
（
11
月
30
日
開
催

予
定
）
で
委
員
長
報
告
を
行
い

ま
す
。

会　計 収　益 対前年度比 費　用 対前年度比 当年度純利益 対前年度比

病　　　院 212億8,062万円 6.0% 197億7,977万円 △1.4％ 15億� 85万円 13,355.0%

水　　　道 84億5,637万円 △0.5％ 67億6,034万円 0.4％ 16億9,603万円 △4.2％

工業用水道 28億8,968万円 △9.1％ 21億2,005万円 1.2％ 7億6,963万円 △29.0％

下　水　道 117億9,434万円 0.8％ 99億　866万円 △2.3％ 18億8,568万円 21.0％

令和２年度企業会計の経営成績

（注）端数整理のため、差し引きが合わない場合があります。
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賛否は、本会議後に会派等に確認したものです。議案名の「福山市」等は一部省略して表記しています。

令和３年９月定例会　議案の審議結果一覧
○は賛成、×は反対

付託委員会 議　　　　　　案　　　　　　名 水曜会
（14人）

公明党
（7人）

誠友会
（6人）

市　民
連　合
（4人）

日　本
共産党
（3人）

新　政
クラブ
（3人）

無所属
（1人）

採決
結果

総 務

人権尊重のまちづくり条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

市民参画センター条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

交流館条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

（仮称）東交流館新築工事請負契約締結 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

（仮称）伊勢丘交流館新築工事請負契約締結 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

（仮称）加茂交流館新築工事請負契約締結 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

民生福祉 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

文教経済

（仮称）鞆町町並み保存拠点施設整備工事請負契約締結
の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市立学校設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

建設水道

ＬＥＤ街路灯整備事業委託契約締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

排水施設整備工事（下御領地区）請負契約締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

土地区画整理事業による町の区域の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

予算特別

令和３年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和３年度病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和３年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

委 員 会
付託省略

教育委員会の委員の任命の同意 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 同意

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

地域住民のいのちと健康を守るため医療体制の充実を
求める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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　一般質問の録画放送をイン
ターネットで視聴することがで
きます。（詳細は下段）

＊

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
議
案
や
市
政

全
般
に
つ
い
て
、
20
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
展

開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
（　
）
内
に
は
、
各
会
派
等
か
ら
の

質
問
申
し
出
時
間
を
記
載
し
て
い
ま

す
。

会派名など 質問者数 質問時間
水 曜 会 6人 370分
公 明 党 5人 215分
誠 友 会 4人 195分
市 民 連 合 2人 150分
日本共産党 1人 120分
新政クラブ 1人  70分
無 所 属 1人  30分

大お
お

田た　
祐ゆ

う

介す
け

水
曜
会

（
70
分
）

山
野
小
・
中
学
校
再
編
後
は

護
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
協
議
す
る
。

②
三
次
市
の
廃
校
後
の
校
舎
を
改
装
し

た
体
験
交
流
宿
泊
施
設
は
、
野
外
活
動

等
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

答

①
ご
提
案
も
踏
ま
え
、
山
野
地

域
の
今
後
の
在
り
方
な
ど
を
地
域
や
保

問

①
地
域
資
源
を
生
か
し
た

「
林
間
学
校
」
に
衣
替
え
し
、
学
習

の
一
環
と
し
て
市
内
全
域
か
ら
多
く

の
児
童
生
徒
を
呼
び
寄
せ
て
は
。

②
近
隣
市
町
で
林
間
学
校
を
設
置
し

実
績
を
上
げ
て
い
る
例
は
。

小
中
学
校
の
自
然
体
験
活
動
は

答

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
農
業
・
漁

業
体
験
等
を
実
施
し
て
い
る
。
草
木
や

生
き
物
に
直
接
触
れ
、
仲
間
と
協
力
し

て
活
動
す
る
体
験
を
通
し
て
自
然
の
す

ば
ら
し
さ
を
感
じ
、
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。

問

取
り
組
み
状
況
と
成
果
は
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
は

答

本
市
で
は
、
人
権
施
策
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

の
解
決
や
全
て
の
市
民
の
人
権
が
大
切

に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
人
権

施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し

か
し
、
市
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、

問

条
例
制
定
の
経
緯
と
目
的
は
。

ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

差
別
や
偏
見
は
今
も
な
お
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
、
大
学
の
教
授
な
ど
で

構
成
す
る
福
山
市
人
権
施
策
有
識
者
検

討
会
議
か
ら
の
提
言
に
よ
り
、
誰
も
が

真
に
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
よ
り
一
層
人
権
施
策
を
推
進
す

る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
今
後
は
、
学
識
経
験
者
や
弁
護
士
、

人
権
関
係
団
体
の
代
表
者
な
ど
で
構
成

す
る
福
山
市
人
権
施
策
推
進
審
議
会
を

立
ち
上
げ
、
人
権
施
策
の
基
本
理
念
に

関
す
る
事
項
、
教
育
お
よ
び
啓
発
の
推

進
、
相
談
体
制
・
支
援
体
制
の
整
備
な

ど
を
議
論
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
人
権
施

策
基
本
方
針
の
改
訂
に
生
か
し
て
い
く
。

榊
さ
か
き
は
ら原　

則の
り

男お

水
曜
会

（
50
分
）

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
は

種
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

残
り
９
施
設
は
光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
完

了
後
、
速
や
か
に
整
備
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
入
院
患
者
へ
の
面
会
制
限
を
実

施
し
て
お
り
、
ビ
デ
オ
通
話
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
全
て
の
病

室
と
外
来
の
待
合
に
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
環
境

を
整
備
し
療
養
環
境
の
向
上
を
図
る
。

　
併
せ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
会

や
研
修
へ
の
参
加
、
最
新
の
医
療
情
報

の
収
集
な
ど
に
活
用
し
、
質
の
高
い
医

療
の
提
供
に
努
め
る
。

答

①
昨
年
度
、
公
民
館
、
交
流
館

な
ど
92
施
設
の
う
ち
83
施
設
に
フ
リ
ー

Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
を
整
備
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

問

①
公
民
館
な
ど
へ
の
整
備
状

況
と
具
体
的
な
活
用
事
例
は
。

②
市
民
病
院
へ
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
環
境
整

備
業
務
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
事
業
の
具
体
は
。 石い

し

口ぐ
ち　
智さ

と

志し

水
曜
会

（
70
分
）

＊９月定例会の一般質問の録画放送を視聴する場合
　各議員記事のＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の録画が視聴できます。
　また、福山市のホームページ → 福山市議会 → 議会中継 → ここからも視聴できます。
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※地域共生社会：制度・分野ごとの縦割りや、支え手・受け手という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が
こと」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人一人
の暮らしと生きがい、地域を共に創っていく社会

羽は

田だ　
俊し

ゅ
ん
す
け介

水
曜
会

（
60
分
）

木き

村む
ら　
素も

と

子こ

水
曜
会

（
60
分
）

考
え
て
お
り
、
生
徒
だ
け
で
な
く
教
職

員
、そ
し
て
市
内
の
学
校
、地
域
に
と
ど

ま
ら
ず
、
大
き
な
刺
激
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

地

※

域
共
生
社
会
は

子
育
て
の
い
わ
ゆ
る
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」

な
ど
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
包
括
的
に
支

援
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

②
人
口
減
少
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
の
役

員
中
心
の
地
域
づ
く
り
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
住
民

や
地
域
内
外
の
多
様
な
主
体
の
参
画
に

よ
る
「
み
ん
な
で
共
に
創
る
ま
ち
づ
く

り
」
へ
の
転
換
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
す
。
再
構
築
が

進
み
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
、
暮
ら
し

の
支
え
合
い
が
維
持
、
強
化
さ
れ
る
こ

と
は
、
福
祉
が
め
ざ
す
包
括
的
な
支
援

体
制
の
構
築
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問

①
福
祉
の
視
点
で
の
取
り
組

み
は
。

②
こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
構
築
は
。

答

卓
越
し
た
指
導
力
を
持
つ
迫
田

監
督
を
招
聘
し
、
中
期
的
に
は
県
内
上

位
、
甲
子
園
を
狙
え
る
力
を
つ
け
る
こ

と
を
め
ざ
す
。
こ
の
こ
と
は
、
野
球
部

の
み
な
ら
ず
全
て
の
生
徒
の
夢
の
実
現
、

全
教
育
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

問

野
球
部
強
化
の
目
的
は
。

福
山
高
等
学
校
へ
の

野
球
部
監
督
の
招
し
ょ
う
へ
い
聘
は

ド
ロ
ー
ン
フ
ラ
イ
ト
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

答

今
年
度
は
、
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
、
飛
行

ル
ー
ル
や
各
分
野
で
の
活
用
事
例
な
ど

を
ま
と
め
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
作
成
す
る
。

　
今
後
、
実
証
実
験
を
進
め
、
人
手
不

足
の
解
消
や
災
害
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
活
用
促
進
に
つ
な
げ
る
。

問

作
成
の
目
的
は
。

設
置
や
公
共
交
通
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
や
お
で

か
け
支
援
事
業
に
よ
り
移
動
手
段
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
交
通
事
業
者
の
経
営
状
況
の

悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
の
支
援

策
を
講
じ
て
下
支
え
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
先
端
技
術
の
活
用
な
ど
の

新
た
な
取
り
組
み
を
加
え
な
が
ら
、
地

域
特
性
や
利
用
実
態
に
合
っ
た
地
域
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
な

が
る
よ
う
、
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を

見
直
し
て
い
く
。

地
域
公
共
交
通
は

答

近
年
の
バ
ス
利
用
者
の
減
少
に

加
え
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
さ
ら

な
る
利
用
の
低
迷
で
市
民
の
移
動
手
段

の
維
持
、
確
保
が
一
層
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で「
福
山・

笠
岡
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
に

基
づ
き
、
バ
ス
接
近
表
示
シ
ス
テ
ム
の

問

現
状
の
課
題
と
取
り
組
み
は
。

石い
し

田だ　
　
実み

の
る

水
曜
会

（
60
分
）

答

①
こ
れ
ま
で
も
介
護
、
障
が
い

福
祉
、
子
育
て
な
ど
の
各
関
係
機
関
が

連
携
し
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
近
年
で
は
、
介
護
と

市
民
病
院
に
お
け
る
が
ん
治
療
は

答

①
高
度
な
治
療
の
提
供
、
患
者

や
家
族
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
支
援
、

地
域
の
医
療
従
事
者
等
へ
の
研
修
、
緩

和
ケ
ア
の
提
供
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
令
和
２
年
度
は
、手
術
２
４
８
７
件
、

問

①
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能

や
実
績
は
。

②
今
後
め
ざ
す
が
ん
患
者
の
支
援
は
。

化
学
療
法
７
６
７
８
件
、
放
射
線
治
療

９
０
５
９
件
、
面
談
や
電
話
に
よ
る
相

談
支
援
を
１
７
９
６
件
行
っ
た
。
医
療

従
事
者
へ
の
研
修
は
２
回
開
催
し
、
35

名
の
医
師
、
看
護
師
が
参
加
し
た
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
相
談
支
援
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
が
、
患
者
や
家
族

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し

た
相
談
や
お
し
ゃ
べ
り
会
な
ど
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
質
の

高
い
治
療
や
療
養
生
活
が
行
え
る
よ
う

緩
和
ケ
ア
の
早
期
の
提
供
に
も
取
り
組

み
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
患
者
や
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た

支
援
に
努
め
る
。

野の

村む
ら

志し

津ず

江え

公
明
党

（
50
分
）
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浸
水
対
策
の
進
捗
状
況
は

答

現
在
、
県
が
瀬
戸
川
へ
の
吐
き

出
し
口
や
排
水
機
場
内
の
水
槽
の
工
事

を
し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
は
ポ
ン
プ

の
製
作
に
着
手
す
る
予
定
と
聞
い
て
お

り
、
完
成
後
に
は
排
水
能
力
が
約
３
倍

に
増
強
さ
れ
る
。

　
引
き
続
き
抜
本
的
な
浸
水
対
策
を
計

問

福
川
の
排
水
機
場
整
備
は
。

奥お
く　

　
陽よ

う

治じ

公
明
党

（
40
分
）

画
的
に
実
施
し
、
治
水
効
果
を
高
め
、

市
民
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
げ
る
。

（
仮
称
）子
ど
も
未
来
館
は

大
雨
に
よ
る
避
難
体
制
は

福
山
城
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業
は

答

検
討
委
員
会
で
は
意
義
や
コ
ン

セ
プ
ト
に
つ
い
て
の
意
見
の
ほ
か
、
巨

大
な
施
設
や
大
型
設
備
の
設
置
は
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
更
新
に
課
題
が
あ
る
等
の

意
見
が
あ
っ
た
。
懇
話
会
で
は
地
域
や

地
元
企
業
、
大
学
の
持
つ
技
術
を
知
る

答

①
役
員
の
高
齢
化
等
で
活
動
の

維
持
が
難
し
い
と
の
課
題
が
あ
る
た
め

福
山
防
災
大
学
の
防
災
士
養
成
講
座
で

役
員
へ
の
資
格
取
得
の
支
援
や
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
連
携
し
た
出
前
講
座
の
開
催
な

ど
に
よ
る
人
材
育
成
に
努
め
て
い
る
。

答

福
山
城
の
歴
史
を
中
心
に
、
水

野
勝
成
公
の
築
城
と
ま
ち
づ
く
り
や
阿

部
正
弘
公
の
内
政
や
外
交
の
功
績
な
ど

に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し

分
か
り
や
す
く
迫
力
あ
る
展
示
を
す
る
。

問

第
１
回
検
討
委
員
会
、
市
民

懇
話
会
で
の
意
見
は
。

問

①
自
主
防
災
組
織
の
現
状
は
。

②
学
校
の
防
災
教
育
の
取
り
組
み
は
。

問

福
山
城
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
は
。

こ
と
が
で
き
る
等
の
期
待
が
あ
っ
た
。

②
自
然
災
害
の
現
状
や
原
因
を
理
解
し

地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用

し
て
具
体
的
な
災
害
を
想
定
し
な
が
ら

災
害
時
に
的
確
な
判
断
と
適
切
な
行
動

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

皿さ
ら

谷が
い

久く

み

こ
美
子

公
明
党

（
40
分
）

経
済
対
策
は

答

事
業
継
続
や
雇
用
維
持
を
支
え

る
た
め
、
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
支
援

金
の
早
期
支
給
等
へ
の
取
り
組
み
を
確

認
し
、
研
究
開
発
投
資
の
促
進
等
に
つ

い
て
も
意
見
を
交
わ
し
た
。　
　
　

　
今
後
も
地
域
経
済
の
早
期
回
復
と
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
県
と
連
携
し
事

業
者
支
援
に
取
り
組
む
。

問

県
知
事
と
の
会
談
に
お
け
る

事
業
者
支
援
な
ど
の
協
議
の
具
体
は
。

答

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
は
約
50
年
、

老
人
大
学
は
60
年
以
上
経
過
し
、
い
ず

れ
も
施
設
の
更
新
が
課
題
で
あ
っ
た
。

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
役
員

中
心
の
地
域
づ
く
り
は
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
、
施
設
の
集
約
、
複
合

化
を
図
り
な
が
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
整
備
を
検
討
し
て
き
た
。

（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
支
援
拠
点

施
設
は

問

複
合
施
設
整
備
に
踏
み
切
っ

た
い
き
さ
つ
は
。

中
小
事
業
者
へ
の
支
援
は

回
復
応
援
金
」
を
創
設
し
、
５
月
か
ら

９
月
ま
で
の
緊
急
事
態
措
置
な
ど
の
影

響
を
受
け
、
売
り
上
げ
が
大
き
く
減
少

し
た
卸
・
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心

と
し
た
幅
広
い
事
業
者
を
対
象
に
最
大

１
０
０
万
円
を
市
が
独
自
に
支
援
す
る
。

②
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
加

え
、
福
山
市
産
業
支
援
者
連
絡
会
議
や

各
事
業
組
合
・
団
体
、
金
融
機
関
に
協

力
を
求
め
、
支
援
制
度
の
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
事
業
者
か
ら
の
相
談
は
、
フ

ク
ビ
ズ
を
は
じ
め
商
工
会
議
所
、
商
工

会
な
ど
と
連
携
し
対
応
に
努
め
る
。

答

①
新
た
に
「
中
小
事
業
者
売
上

問

①
こ
れ
ま
で
に
支
援
し
た
飲

食
店
、
観
光
関
連
・
繊
維
関
連
事
業

者
以
外
で
、
売
り
上
げ
が
下
が
っ
て

い
る
事
業
者
に
対
す
る
直
接
支
援
の

考
え
は
。

②
事
業
者
へ
の
周
知
は
。
ま
た
、
相

談
窓
口
は
。

小こ
ば
や
し林　

聡あ
き

勇お

公
明
党

（
40
分
）

化
学
療
法
７
６
７
８
件
、
放
射
線
治
療

９
０
５
９
件
、
面
談
や
電
話
に
よ
る
相

談
支
援
を
１
７
９
６
件
行
っ
た
。
医
療

従
事
者
へ
の
研
修
は
２
回
開
催
し
、
35

名
の
医
師
、
看
護
師
が
参
加
し
た
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
相
談
支
援
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
が
、
患
者
や
家
族

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し

た
相
談
や
お
し
ゃ
べ
り
会
な
ど
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
質
の

高
い
治
療
や
療
養
生
活
が
行
え
る
よ
う

緩
和
ケ
ア
の
早
期
の
提
供
に
も
取
り
組

み
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
患
者
や
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た

支
援
に
努
め
る
。

塚つ
か

本も
と　
裕ひ

ろ

三そ
う

公
明
党

（
45
分
）
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荒あ
ら

玉た
ま　
賢け

ん

佑す
け

誠
友
会

（
40
分
）

で
に
市
民
の
約
７
割
の
接
種
を
め
ざ
す
。

さ
ら
な
る
接
種
率
の
向
上
に
向
け
、
現

在
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
を
用
い

た
本
市
独
自
の
大
規
模
接
種
会
場
の
設

置
も
検
討
し
て
い
る
。

②
現
在
、
本
市
の
集
団
接
種
で
２
回
目

の
予
約
が
取
れ
て
い
な
い
方
に
対
し
て

随
時
、
専
用
予
約
枠
を
設
け
、
接
種
機

会
を
確
保
し
て
い
る
。
な
お
、
８
月
９

日
以
降
は
集
団
接
種
の
予
約
受
け
付
け

に
当
た
り
、
よ
り
確
実
に
２
回
目
の
接

種
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
１
回
目

の
予
約
日
時
か
ら
３
週
間
後
の
同
時
刻
、

同
会
場
を
自
動
的
に
２
回
目
と
し
て
予

約
す
る
方
式
に
運
用
を
見
直
し
た
。

携
部
会
を
設
置
し
各
地
域
の
学
習
素
材

を
活
用
し
た
教
育
内
容
を
協
議
す
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
目
的
、
取
り
組
み
な
ど
を
学
習
し
、

地
域
住
民
や
保
護
者
の
教
育
活
動
へ
の

関
わ
り
方
を
考
え
て
い
る
。

　
開
校
後
は
、
地
域
住
民
や
保
護
者
の

代
表
が
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
と
し

て
、
校
長
が
作
成
す
る
基
本
方
針
の
承

認
や
教
育
活
動
へ
の
意
見
具
申
な
ど
学

校
運
営
へ
の
参
画
を
通
し
て
、
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

②
想
青
学
園
の
開
校
後
、
全
て
の
市
立

学
校
に
順
次
導
入
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は

答

①
ま
ず
、
10
月
の
早
い
時
期
ま

問

①
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

見
通
し
は
。

②
２
回
目
の
接
種
は
、
１
回
目
の
接

種
か
ら
適
切
な
期
間
を
経
て
打
つ
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通

し
は
。

田た

口ぐ
ち　

裕ゆ
う

司じ

誠
友
会

（
45
分
）

コ

※
　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は

答

①
開
校
準
備
委
員
会
に
地
域
・

保
護
者
・
学
校
の
代
表
に
よ
る
地
域
連

問

①
本
市
で
は
、
令
和
４
年
４

月
に
開
校
予
定
の
「
想
青
学
園
」
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
取
り

入
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
計
画

し
て
い
る
取
り
組
み
は
。

②
他
の
学
校
へ
の
取
り
入
れ
は
。

御
幸
町
の
浸
水
対
策
は

答

県
は
こ
れ
ま
で
吉
野
川
、
加
茂

川
の
河
道
掘
削
を
実
施
し
、
昨
年
度
は

吉
野
川
の
堤
防
浸
透
対
策
の
工
事
に
着

手
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
掘
削
お

よ
び
工
事
に
取
り
組
む
と
聞
い
て
い
る
。

　
本
市
で
は
新
設
す
る
森
脇
ポ
ン
プ
場

の
ポ
ン
プ
の
能
力
や
台
数
、
配
置
等
を

問

進
捗
状
況
は
。 小こ

ば
た
け畠　
崇た

か

弘ひ
ろ

誠
友
会

（
55
分
）

保
育
所
業
務
の
効
率
化
は

大
雨
で
流
失
し
た
下
山
守
橋
は

問

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

問

被
災
原
因
と
今
後
の
復
旧
は
。

検
討
し
て
き
た
。
今
年
度
は
雨
水
の
排

出
先
と
な
る
芦
田
川
を
管
理
す
る
国
や

関
係
機
関
な
ど
と
協
議
す
る
と
と
も
に

詳
細
設
計
に
取
り
組
む
。

答

今
年
度
は
全
公
立
保
育
施
設
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
、
施
設
間

の
情
報
共
有
等
に
活
用
す
る
な
ど
、
効

率
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ス

※
　

マ
ー
ト
保
育
の
導
入
に
向

け
た
実
証
実
験
を
11
月
か
ら
開
始
す
る

予
定
で
あ
る
。

答

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
復

旧
で
、
構
造
上
の
制
約
で
橋
桁
に
軽
量

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
採
用
し
た
こ
と
や

水
圧
の
影
響
を
受
け
や
す
い
河
川
環
境

も
一
つ
の
要
因
と
推
測
し
て
い
る
。

　
現
在
、残
っ
た
橋
脚
な
ど
の
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
復
旧

に
向
け
速
や
か
に
国
と
協
議
を
進
め
る
。

福
山
城
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業
は

答

昨
年
度
、観
光
庁
の
支
援
で
行
っ

た
専
門
家
派
遣
事
業
で
は
、
駅
に
近
い

立
地
条
件
や
、
櫓や
ぐ
らや
広
場
な
ど
福
山
城

の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
月
見

櫓
を
候
補
に
、
施
設
や
空
間
を
一
体
的

問

城
泊
の
専
門
家
に
よ
る
評
価

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

に
活
用
し
体
験
や
滞
在
が
で
き
る
城
泊

の
企
画
造
成
を
行
い
、
記
念
事
業
と
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

能の
う
そ
う宗　

正ま
さ
ひ
ろ洋

誠
友
会

（
55
分
）

※コミュニティ・スクール：学校と地域住民などが力を合わせて運営に取り組むことができる「地域と共にある学校」への
転換を図るための有効な仕組みであり、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体と
なって特色ある学校づくりを進めることができる。

※スマート保育：デジタルサービスを活用し、子どもの安全、保護者の安心、保育業務の負担軽減を実現する次世代型保育
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療
養
施
設
を
２
カ
所
確
保
し
た
。
酸
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
も
要
請
し
、
設

置
に
向
け
検
討
も
始
ま
っ
た
。
具
体
的

な
活
用
方
法
は
今
後
、
県
と
協
議
す
る
。

解
決
と
、
全
て
の
市
民
の
人
権
が
大
切

に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
人
権

施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
市
民
意
識
調
査
の
結
果

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
偏
見
が
今

も
な
お
存
在
し
て
い
る
と
受
け
止
め
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
全
て
の
市

民
の
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
一

人
が
人
権
問
題
を
正
し
く
理
解
し
た
上

で
、
自
ら
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
誰
も
が
真
に
大
切
に
さ
れ
る
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

池い
け

上が
み　
文ふ

み

夫お

市
民
連
合

（
75
分
）

学
校
統
廃
合
は

答

山
野
地
域
の
再
編
後
の
教
育
機

能
は
、
今
後
設
置
す
る
地
域
の
持
続
、

活
性
化
に
向
け
た
協
議
の
場
で
議
論
す
る
。

問

山
野
小
・
中
学
校
の
統
廃
合

が
１
年
延
期
さ
れ
た
が
、
小
規
模
特

認
校
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う

地
域
や
保
護
者
の
要
望
が
あ
る
。
計

画
は
見
直
す
べ
き
で
は
。

高た
か

木ぎ　
武た

け

志し

日
本
共
産
党

（
120
分
）

答

医
療
逼ひ
っ
ぱ
く迫
を
回
避
す
る
た
め
、

で
き
る
限
り
多
く
宿
泊
療
養
施
設
を
確

保
し
た
い
と
考
え
て
き
た
。
知
事
と
の

会
談
で
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
効
果

的
な
活
用
策
を
提
案
し
、
新
た
に
宿
泊

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は

問

入
院
で
き
な
い
感
染
者
の
た

め
の
臨
時
医
療
施
設
な
ど
の
設
置
は
。

学
習
端
末
を
利
用
し
た
い
じ
め
は

答

１
学
期
に
い
じ
め
に
発
展
し
た

事
例
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
誹
謗

中
傷
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
事
例
も
あ
っ

た
。
東
京
で
小
学
生
が
自
殺
し
た
報
道

も
あ
り
、
臨
時
校
長
会
議
を
行
っ
た
。

日
頃
か
ら
利
用
状
況
を
把
握
し
、
面
談

等
も
通
し
て
早
期
発
見
に
努
め
て
い
く
。

問

現
状
と
取
り
組
み
は
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
は

答

こ
れ
ま
で
人
権
施
策
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の

問

本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
と
し
て
人
間
環
境
都
市
を

掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
恒
久
平
和

の
維
持
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
お
よ

び
市
民
本
位
の
行
政
を
推
進
し
て
い

る
。
条
例
制
定
へ
の
市
長
の
決
意
は
。

小こ

山や
ま　
友と

も

康や
す

市
民
連
合

（
75
分
）

介
護
保
険
制
度
改
正
は

答

今
回
の
制
度
改
正
は
、
収
入
等

で
負
担
能
力
が
あ
る
方
に
相
応
の
負
担

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
利
用
者
間
の
公

平
性
等
を
高
め
る
も
の
と
考
え
る
。
本

市
独
自
の
軽
減
策
は
考
え
て
い
な
い
。

問

８
月
に
補
足
給
付
に
お
け
る

食
費
の
負
担
額
が
改
悪
さ
れ
、
本
人

の
年
金
収
入
が
１
２
０
万
円
超
の
施

設
入
所
者
の
場
合
、
年
26
万
４
千
円

の
負
担
増
と
な
る
。
影
響
を
調
査
し

負
担
増
分
は
本
市
独
自
に
軽
減
す
べ

き
で
は
。

子
ど
も
の
読
解
力
低
下
は

問

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
、
小
学
生
の
国
語
で
は
説
明

文
を
読
ん
で
要
約
す
る
記
述
問
題
、

中
学
生
の
数
学
で
は
デ
ー
タ
の
傾
向

を
読
み
解
き
統
計
的
に
説
明
す
る
記

述
問
題
の
正
解
率
が
最
も
低
く
、
読

解
力
の
低
下
を
感
じ
た
。
こ
の
結
果

を
ど
う
捉
え
、
今
後
に
生
か
す
の
か
。

答

正
解
率
50
％
未
満
の
設
問
の
約

６
割
が
記
述
式
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の

特
徴
で
あ
る
文
章
や
問
題
を
正
確
に
理

解
し
、
解
釈
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

の
理
由
を
説
明
す
る
な
ど
の
力
を
身
に

付
け
る
に
は
、
読
書
活
動
の
役
割
が
大

き
い
と
考
え
る
。

　
本
市
で
は
、
自
ら
本
を
開
き
読
も
う

と
す
る
場
と
し
て
学
校
図
書
館
整
備
を

計
画
的
に
進
め
て
い
る
。
現
在
作
成
中

の
第
３
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

で
は
、
本
を
読
み
、
親
し
む
だ
け
で
な

く
、
分
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を

「
話
す
、書
く
」と
い
っ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
。

宮み
や

地ち　
　
毅つ

よ
し

新
政
ク
ラ
ブ

（
70
分
）
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無料アプリで
「ふくやま市議会だより」を配信中！

マチを好きになるアプリ

２０２１年度（令和３年度）
議会報告会の開催中止について

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の
観点から、2021年度（令和３年度）の議会報告
会の開催は中止としました。

手話通訳のご案内
　市議会では、2017年（平成29年）から
耳の不自由な方のために本会議で常時手話
通訳士を配置し、会議のやりとりを手話通
訳しています。
　インターネットでの生中継や録画中継で
手話通訳付きの映像が視聴できます。
　生中継、録画中継は、市議会のホームペー
ジから視聴できます。
　ぜひご利用ください。

手話通訳付きの中継の様子

「ふくやま市議会だより」の
表紙写真・絵画・イラスト大募集！
募集内容
　福山市の魅力を紹介できる写真、絵画、イラスト
　※縦型のもので、応募者が撮影または作成し
たもの

　※季節感のある作品歓迎！

応募締切
　２月１日発行号：11月25日（必着）
　※作品の応募は通年で受け付けます。
　※採用者には記念品を進呈します。

詳しくは、

福山市のホームページ  →  福山市議会  →
市議会だより  → ここからもご覧いただけます。

公募要領は
こちら →

市
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
は

問

１
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

回
答
し
た
市
民
の
過
半
数
が
市
長
の

掲
げ
た
５
つ
の
挑
戦
の
効
果
を
実
感

し
て
い
な
い
と
の
評
価
で
あ
っ
た
。

市
長
は
過
去
、
市
民
が
変
化
を
感
じ

始
め
て
い
る
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
て

い
た
が
、
市
長
と
市
民
と
の
間
に
は

行
政
に
対
す
る
認
識
に
関
し
て
多
大

答

取
り
組
み
が
道
半
ば
で
あ
る
評

価
と
謙
虚
に
受
け
止
め
て
い
る
が
、
福

山
ネ
ウ
ボ
ラ
な
ど
多
く
の
成
果
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
５
つ
の
挑
戦
は

中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
中
心
で
、
効

果
が
表
れ
る
の
は
２
０
２
３
年
度
と
考

え
る
。
一
方
、
関
心
に
つ
い
て
の
問
い

は
「
と
て
も
関
心
が
あ
る
」「
関
心
が

あ
る
」
の
回
答
が
全
て
の
項
目
で
７
割

を
超
え
て
お
り
市
民
の
受
け
止
め
と
の

間
に
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

感
じ
ら
れ
始
め
た
変
化
を
確
か
な
成
果

に
つ
な
げ
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
。

な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
は
。

石い
し
お
か岡　
久ひ

さ
彌や

無
所
属

（
30
分
）
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○本会議・委員会とも午前10時から開会の予定です。
　（ただし、12月17日の本会議は午後1時からの予定）
○★印の日は、本会議の生中継をインターネット配信します。
○詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。☎084－928－1136

日 月 火 水 木 金 土
11/28 29 30 12/1 2 3 4

★本会議
（市長提案説明など）

議会運営委員会

5 6 7 8 9 10 11

★本会議
（一般質問）

★本会議
（一般質問）

★本会議
（一般質問）

★本会議
（一般質問など）

常任委員会

12 13 14 15 16 17 18

予算特別委員会 予算特別委員会 議会運営委員会
★本会議

（委員長報告・討論・採決など）

12月定例会の開催予定

委員会の活動（7月～9月）
７月から９月末までの委員会の主な活動状況は、次のとおりです。

◆常任委員会

◆特別委員会
開催日 調　　　査　　　項　　　目

都 市 整 備 9/ ６ • 福山駅前広場の再整備
• 幹線道路網の整備に関する調査　など

地 方 創 生 調 査 9/28 • 総合戦略の評価　など
公 共 施 設 再 構 築 9/ ２ •（仮称）まちづくり支援拠点施設の整備　など　
各委員会の詳しい内容は、市議会ホームページの「会議録検索」からご覧いただけます。
なお、委員会記録の作成には日数を要しますので、ご了承ください。

開催日 調査・審査項目

文 

教 

経 

済

8/30 • 仙酔島活性化基本構想の策定
• 地産地消推進運動
• 路上喫煙防止の取り組み
• コロナ禍における各学校の取り組み
など

9/15 • 市立学校設置条例の一部改正
9/17 • 付託された議案（２件）の審査　

建 

設 

水 

道

8/30 • バス路線の廃止に伴う乗り合いタクシー
  の導入
• 芦󠄀田川かわまち広場（親水広場）におけ
  る都市・地域再生等利用区域の指定
•ダム貯水量および降水量の状況　など

9/17 • 付託された議案（５件）の審査
• 歩行者利便増進道路の指定　など

開催日 調査・審査項目

総
　
　
務

8/30 • 男女共同参画センターの運営状況
• 人権尊重のまちづくり条例の制定　
• 不安を抱える女性の相談等支援事業
• 国民健康保険の傷病手当金の適用期間の
  延長
•（仮称）地域戦略（素案）　など

9/17 • 付託された議案（６件）の審査　など

民 

生 

福 

祉

8/30 •２０２１年度（令和３年度）敬老行事の
  概要
•新型コロナウイルス感染症に係る対応
•市民病院の運営　など

9/17 • 付託された議案（１件）の審査
•「高齢者保健福祉計画２０２１」に基づ
  く施設整備
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コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書
　新型コロナウイルス感染症のまん延により
地方財政は、巨額の財源不足が避けられない
厳しい状況に直面している。地方自治体では
コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・
減災、雇用の確保などの喫緊の課題に迫られ
ているほか、社会保障関係経費や公共施設の
老朽化対策費など、将来に向け増嵩する財政
需要に見合う財源が求められ、地方税制の充
実確保が強く望まれる。
　よって、政府においては、2022年度（令
和 4年度）地方税制改正に向け、次の事項
を確実に実現するよう強く要望する。

１　2022年度（令和 4年度）以降 3年間の
地方一般財源総額は、社会保障関連経費が
増大している現状を踏まえ、十分な総額を
確保すること。

２　固定資産税は市町村の基幹税であり、制
度の根幹に影響する見直しは行わないこと。
生産性革命の実現や新型コロナウイルス感
染症緊急経済対策として講じた措置は、国
の責任で対応すべきものであり、現行の特
例措置は今回限りとすること。

３　土地に係る固定資産税の負担調整措置は
2021年度（令和3年度）限りとすること。

４　自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨
時的軽減のさらなる延長は、地方財政に影
響を及ぼさないようにすること。

５　炭素に係る税を創設または拡充する場合
は、その一部を地方に税源配分すること。

地域住民のいのちと健康を守るため
医療体制の充実を求める意見書

　新型コロナウイルスによるパンデミックは
日本国内の感染症病床や集中治療室不足、保
健所など公衆衛生体制不足により、感染拡大
初期から保健所も厳しい対応を余儀なくされ
た。また、医療、介護などの人員不足は、医
療や介護現場の深刻な疲弊を招いている。コ
ロナ感染者の早期発見や早期隔離と適切な治
療を行うためにも、医療・公衆衛生体制が
逼
ひっぱく
迫する事態を繰り返すことのないよう、体

制等の拡充が求められる。
　2019年（令和元年）９月、厚生労働省は
「再編統合の必要性について特に議論が必
要」とした424の公立・公的病院リスト（後
に約440、広島県内は12病院）を公表した。
しかし、公立・公的病院は感染症病床の対応
を中心的に担っており、今後の新たな感染症
の拡大の際の対応や、災害医療を担う役割も
踏まえて、再検討が必要と考える。
　よって、政府においては、地域住民のいの
ちと健康を守るため、次の措置を講ずるよう
強く要望する。

１　医師、看護師、介護職、保健師等の増員
が必要であることを認識し、増員計画を示
すこと。

２　公立・公的病院の再編統合「再検証対象
医療機関」については再検討し、地域住民
　が医療の心配をしなくても暮らせるよう
　感染症病床の増床や、急性期・回復期機能
など実態に応じた病床数を確保すること。

議員提案により可決した意見書 全会一致で可決した意見書を、内閣総理大臣
などに提出しました。要旨は次のとおりです。


